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１、はじめに
送迎は希望により実施しますが、大半が送迎有りをご希望されます。（その場合は送迎加算があります。）学校終了後には学校やスクールバスの停留所などにお迎えに行き、帰りはご自宅までお送りすることが多いです。
２、送迎実施時の留意点
1 学校にお迎えに行く場合、学校側にも送り出しの協力をして頂くことになります。事前に送迎の詳細について協議し、送迎時スムーズに利用者をお迎えできるよう配慮しましょう。
2 学校への送迎時やスクールバス停留所への送迎時は、他の事業者も送迎に来ていることが想定されます。他の事業者とも送迎ルールについて確認しましょう。
3 子どもを車に乗せる際には必ず身分証明書を提示し、学校側の確認を取ってから乗車させるように徹底しましょう。
4 送迎車両には事業署名が分かるカードなどを乗せておき、不審車ではないことを明らかにしましょう。
5 送迎は、運転する職員と介助職員の２名体制で乗車することが望ましいです。乗車する子どもの状態によっては単独でも差し支えない場合があるため、送迎開始前にルートや人員についてシミュレーションしておきましょう。
6 下校時のトラブルや利用者の病気･事故の際の連絡体制について事前に把握しておきましょう。特に、送迎中に急変が起こった場合において家族や事業所、医療機関への連絡を行う可能性があります。事業所に残る職員の役割や急変時の対応について尾ら下締めリスクを検討しておきましょう。
※非常災害マニュアル、緊急時対応マニュアル、事故発生又は再発防止マニュアルも参照。
7 帰りに自宅へお送りする場合は、延長支援について依頼が入る可能性があります。その場合は当日の職員数、送迎ルートなどを考慮の上、延長後の送迎有無について保護者と協議しておきましょう。
３、送迎準備
1 送迎ルートの確認
· お迎え場所（学校、停留所、本人の白宅など）を地図で確認します。地図をコピーし、利用者個人ファイルにファイリングします。
· サービス開始までに車で下調べをしておきましょう。その際送迎の所要時間を確認します。
· 付近の道路に規制がある場合は、その旨を地図に記入します。
2 送迎時間、順路の確認

· 当日の送迎表により送迎時間、順路を確認します。
3 車両チェック

· ガソリンチェック
· タイヤの空気圧チェック

· 破損部分のチェック

· 車内チェック（シートベルト、ごみ等）

４、送迎
1 到着時の対応
挨拶：利用者、家族、学校に明るくさわやかに挨拶を行います。挨拶後、体調などの変化についても聞きましょう。
2 身体に麻痺がある場合の乗降介助の対応
乗降介助：乗車時は基本的に健側から乗車するようにします。患側が引っかからないよう
介助を行いましょう。
降車介助：降車時は基本的に患側から降車するようにします。患側が内側に入らないよう
介助を行いましょう。
3 乗車中の対応
安全運転を第一とし、急ブレーキ、急発進、急ハンドルは厳禁です。一人の利用者に偏らず、全利用者と会話を行うよう心掛けましょう。
５、送迎後の業務

1 到着後の対応
· 降車時に忘れ物がないかを確認し、転倒に気を付けながら介助を行いましょう。
· 降車後も注意を忘れず、バランスが安定するまで確認を行いましょう。
· 転倒防止の為、できる限り１対１で移動介助を行いましょう。
2 到着後の車両点検

· 忘れ物、ゴミ等がないかをチェックを行いましょう。
· タイヤの空気圧、破損部分のチェックを行いましょう。
６、車両点検
1 日常の車両点検
· 毎日、送迎前と送迎後に、車両の内部、外部の点検を行い、破損部分等があれば早急に修理を行いましょう。
· 6,000キロに1回オイル交換とオイルエレメントの交換を行いましょう。
2 業者点検
· 1年に一度、車両メーカーによる点検を行います。
· 車検点検を行います。
７、車両事故
送迎中に、万が一の車両事故が行った場合は、速やかに報告を行いましょう。

1 警察への報告
事故のレベルに限らず、あやふやにせず、警察への連絡を行いましょう。

　　　　　　

2 事業所への報告
利用者乗車中であるか、負傷はあるか、事故を起こした場所、経緯などを報告し、　　　　　　　　以降の対応方法の指示を得ましょう。
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